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置を生かして東アジア貿易の重要拠点として繁栄


































は、 （明治 ）年、一定の自立性を有していた1871 4
藩を廃止し、中央集権的な県を置きます。いわゆる
廃藩置県です。翌年、琉球王国に替わって琉球藩を















します 、沖縄県は同条約第 条により、日本から） 3
、 。切り離され アメリカの施政権の下に置かれました

































はねじちょうしゅう か ら な
向象賢、 － 年）および蔡温（琉球名・1617 75











（ 「琉球王国の展開 ）1998 」
こうした中で衰退に瀕していた久米村も再興しま
す。久米村の人口を見てみますと、明末の 数人30
から 年には 人、 世紀末の 年には1654 305 17 1690






















































「 」、 「 」、 「 」族の場合は 按司 そして 親方 次の 親雲上




















1676 1392年です 中国への官生 留学生 の派遣は。 （ ）

















蔡温は 年、清朝の康煕 年、琉球王国の尚1682 21




、 。『 』 、つであり 久米村の名門です 自叙伝 によれば
幼少期は学問に関心がなかったようですが、 歳16
、 、の時 学問のないことを朋友から嘲笑されて発奮し
通事に抜擢された 歳の頃には 「未だ見申さざる19 、









（ 、 、 。 ）先生 諱は日霽 字は希開 号は瑞徴 長楽県の人
から風水を学び、風水の「秘書及び大羅経」を先生































た 蔡温の 国 の思想 のです この 首」（ 「 「 」 」） 。 「2002
里人」には為政者として活躍したという含意がある
ことは言うまでもありません。 年、蔡温 歳1715 34
の時、尚敬王は初めて蔡温宅を訪れますが、この年
、「 、 、彼は 于聖経賢伝百家諸書之内 掇取先聖之嘉言





出版された刊本 巻 冊が現存することが判明し10 4
。 （ 、ました 同書を分析した都築晶子氏によれば 1995
「蔡温の儒家思想について 『要務彙編』をめぐ－

















































、 、 「 」り 三司官座敷になり さらに前々年の 木仮山記
執筆の功により、近衛家煕から硯箱を拝領します。
（ 。 、この一件には程順則 名護親方 名護聖人と称され
王国を代表する文人で、徳川日本の知識人にも知ら





























1728 6 16年、清朝の雍正 年、琉球王国の尚敬王
、 、年 徳川日本においては 代将軍吉宗の享保 年8 13
歳の時、蔡温は三司官となり（ 年、 歳ま47 1752 71
で 、具志頭に領地を拝領し、知行高は 石、具） 400
志頭親方を称します。 石という知行高は本土に400
おいては必ずしも大きなものではありませんが、琉






















13『 』） 。徂徠先生問問書 上 に類似しています 次の
条は「孝行」をはじめ「分限次第 「女人節義」等」
12の儒教的な 人倫之勤 を述べています 残りの「 」 。
条では酒色を謹むこと 「死霊」や「生霊」等に迷、
ってはならないこと 善悪は 一気 に萌すから 気、 「 」 「































エコロジーの源流 （ ）に収録されていた「農』 1991
」 。 、務帳 を読んで以来です ですから蔡温への関心は
そもそも私の専門の一つである環境思想からでし














（ ）、「 」「 」（ ）、1737 1747杣山法式仕次 樹木播植方法
「山奉行所規模仕次 （ ）が公布されます。こ」 1748
れらはいずれも和文ですが、蔡温の造林学原論と言



















います（ 「<資料紹介>蔡温著作等補遺 『澹1987 」）。
園全集』の刊本は散佚し現在では写本が伝わるのみ
です。そして興味深い著作である和文の『独物語』
は 歳の 年、漢文の『醒夢要論』は 歳の68 1749 73





























「 」 ）、致良知 等の陽明学の用語は全く見られません
朱子学の理解に沿って論述する場合もありますが
















ば 『澹園全集』刊行の時点（蔡温 歳の 年、 66 1747
























の影響を受けた徳川日本の中江藤樹（ ～ 。1608 48
日本の陽明学の嚆矢です）の論述にも類似します。




る太極図に似た「・ ○ 太極<便是万名之祖>－ －
陰陽<便是万色之源> 天地<便是万相之初>－ －







。 「 」要な役割を与えられています そもそも 太極之前
の穿鑿こそ朱子学の嫌う仏教的臭味です さらに 片。 「
言続録」には、次のような記述もあります。










。 、「 」ばれるのです 正統的な朱子学では 無極而太極
と称される「本体」以前を穿鑿することは厳しく批
。 、 、判されます 一方で 上述の図からも分かるように
「陰陽」以後の理解は朱子学に類似します。朱子学
の存在論は言うまでもなく理気二元論であり、論理
、 、 （ ） （ ）的にも また発生論的にも 太極 理 －陰陽 気


























































































































、 （ ）付記 本稿は 年 月 日集美大学 福建省廈門市2008 6 1
、 、外国語学院訪問研究員として 同大学で行った講演





蔡温の儒（ 月 日、愛知教育大学）において 「10 19 、
」と題する研究発表を行った。教
